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1 ．は じめに

　都市公園領域におい て、公園施設 として位置づ けられ

て きた動物園、植物園、自然生態園や遺跡等 の 教養施設

にお い て 、従来、展示解説や各種プ ロ グラム が提供 され

て きたが、近年で は、公園内の様々 な資源の利活用と利

用促進 の 観 点か ら、環境教育プ ロ グ ラ ム やガイ ドツ アー、

展示解説等 の よ り積極的な充実 が 図 られ、ガ イ ドボ ラン

テ ィ アの 育成 ・組織化がなされる事例 も増えて い る。 こ の

よ うな傾向は、公 園領域における博物館的機能の 強化 と

して捉 える こ とが できると考えられる。博物館とは 、 資

料 の 収集保管、展示 による教育普及、調査研究を
一

体 と

して行 う機関で あるが、博物館の 領域にお い て も博物館

の 形態 の 多様化 が進 む 中で 、建 物内の み に留ま らず野外

空間 と
一体化 した 博物館等も現れて きてお り、 公園との

機能的重複も見 られ るようで ある
D

。

　都市公園に おける資源の利活用と利用促進を図る上

で、博物館的機能が強化 ・付加されてい くこと、 あるい

は 博物館 との 連携が図 られ て い くこ とが予 想 され るが、

こ れ らの 事項を管理運営手法 に具体的 に盛 り込 ん で い く

ため に は 、 都市公園におけ る博物館的機能を伴 う活動 の

意義や役割を明確にして お くこ とが求められる。 この た

めに は 、現在、都市公園で 実施 され て い る公園利用プ ロ

グラ ム の事例を博物館的機能の観点か ら検証し、基礎的

な知見を得て お くこ とは不可欠と考えられる。

　都市公園 に お い て 特に博物館的機能が 期待 され る 施

設として は、都市緑化植物園が あ げられ る。都市緑化植

物園は博物館に相当す る施設 で ある
一

般 の 植物園の 機能

と、公 園施設の機能をあわせ 持つ と考えられ 、昭和 50

年に通達され た 設置運営要領
2）
にあるように、「都市緑

化 の 推進」 に資する こ とを 目的とした事業展開で ある こ

とが特徴で ある。

一
般の 植物園が学術研究 の観 点から植

物 の 生体及び 標本を 収集 ・栽 培保存するの に対 し、都市

緑化植物園は都市緑化の 観点か ら植栽樹種を選択する点

で 異なる。また、都市緑化殖 物 園が設置され て い る大規

模公園の おもな目的は 、
レ ク リエ ーシ ョ ン へ の対応で あ

るの に対 し、都市緑化植物園の 目的 は都市緑化の推進で

ある。こ の ため、他 の 公園施設 に比べ て意識の 高揚や知

識の普及の 面で 、 積極的に利用者 へ 働きかけるこ とが求

められる。

　そ こ で、本報告で は国営公園内にある都市緑化植物園

で実施 されて い る ガイ ドツ アー事業の 事例を対象と し、

博物館的機能の 観点か ら検証する こ とで、都市公園にお

け る案内解説型プ ロ グラム の 展開の 可能陸と課 題 を探る。

2．イ ン タープリテーシ ョ ン と案内解説型プロ グラ厶

　今 日で は、都市公 園に限 らず、博物館、自然公園、観

光施設、市街地等にて、一方的に情報を伝えるの みの 従

来型 の 案 内解説で は なく、専門的な知識 と参加者を楽 し

ませ る技術の 両方が 必要 とされる解説活動で あるイ ン タ

ープ リテー
シ ョ ン が 重視 され、実施 され て い る

3）
。イ ン

タ
ープ リテー

シ ョ ン を具体化するプ ロ グラム の ひ とつ と

して 、 わが国で は、 自然公園における自然解説を行 う自

然ガイ ドツ アー の、都市公園で は、都立 の植物園 、 動物

園、 庭園にお い て、案内人を配置して、公園に関する植

物、動物、歴史 、 景観等に っ い て 案内解説をす る ガイ ド

ツ アー− 5）などが実施 され て い る 。

　本報告 で は、都市公園に お け るイ ン タ
ープ リテ

ー
シ ョ

ン を具体的に展開した案内解説型プ ロ グラム で あるガイ

ドツ アーの 実施事例 として 、 大規模都市公園で ある 国営

武蔵丘陵森林公園内の都市緑化植物園 （以下 「武蔵植物

勵 とい う〉で実施された 「都市緑化植物園ガイ ドツ ア

ー （以下 「植物園ガイ ドツ アー
」とい う）」を取 り上げる 。

なお 、植物園ガ イ ドツ アーは、国営公 園 の 中で、職員が

ボ ラ ン テ ィ ア の 協力の もと、慣常的に公 園 の 利用プ ロ グ

ラム として のサービス を提供で きる体制を構築した事例

と して特筆され る。

3 ．国営武蔵丘」陵森林公園都市緑化植物園ガイ ドツ アー

　武蔵植物園 の 植物園 ガ イ ドツ ア ーに つ い て、平成 16

年度か ら平成 19年度まで の 実施 目 ・参加人数・ボ ラン テ

ィ ア の 参加人数 ・案内植物名 ・案内施設及び順路等に つ

い て記録した 「ガイ ドツ アー実施記録」、及びガイ ドツ ア

ー
参加者を対象 に参加者属性 （住所）・入 園した入 口名 ・

利用満足度 ・利用頻度等を聴取した 「ア ン ケ
ー

ト調査 」

’
（財）公 園 緑地管 理 財団
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を用 い て 、その 概況及 び 特徴 に っ い て 整 理 した。

（1 ）植物園ガイ ドッ ア
ーの概要

植物園ガイ ドツ ア
ー

は、平成 16年 4 月 3 日より来園

者に対する植物の案内解説の拡充を目的として始ま っ た

公園利用プ ロ グラム である。実施内容は、武蔵馗物園 の

職員が当 日受付に よ り集ま っ た参加者 を連れ て 、植物園

内の 見本園や 圃 場等 を 歩 い て 移動 しながら、展示 も し く

は 自生 して い る植物につ い て 、1 時間程度 口 頭に て案内

解説す るもの で ある。実施頻度は、原則毎週土曜 日 （な

お、平成 19年度 6月以降は第 2 ・第 4 土曜日）に実施 し

て お り、植物園内で植物を題材とした行催事が開催され

る際に は、関連する メ ニ ュ
ーの ひ とつ として、日曜や祝

日、場合によっ ては夜間 に も実施 して い る。

　平成 19年度 の 実施実績は、配置 された 常勤ス タ ッ フ 9

人の うち 7 人 （A〜G）が携わ り、参加者数は 866 人、ボ

ラ ンテ ィア は 20 目問に延べ 42人が協力 した 1表一1）。

また、平成 16年度か ら平成 19年度まで の 参加者数及び

実施回数の 累計は 3
，
716 人及び 219 回で 、 平均すると 1

回当りの参加者数は 17．0人／回 で あ る （表
一2）。

表
一1　植物園 ガイ ドツ アーの奚 施奥績 （H19年度）

表
一2　年間参加者数と開催回数の推移（H16 〜19年度）

H16 剛 7H18H19 合 計 平均

参加者数 〔人 ） 5891 」991 ρ628663 、716929 、o
開催回数 （回 ） 4868614221954 、8
1回 当参 加者数
　 （人／ 回）

誓2．3 」7．617 ．420 ．617 ．o 竈7．D

（2 ）植物園ガイ ドツ ア
ー

の 特徴

　 4箇年度の 実施結果をもとに、植物園ガイ ドツ ア
ー

の

特徴を下記の とお り整理 した。

（i）恒常的なサーtビス 提供

　植物園ガイ ドツ ア
ー

は、公 園利用者 に恒常的なサ
ービ

ス 提供を果た して い る こ とが特徴で あ る D 国営公園 で は、

植物や 自然を題材 とする行催事は、開花 ・紅葉等の 季節

に合わせ て 1週間か ら数ヶ月までの 期間限定で開催 され

る場合が多い が、植物園ガイ ドツ アーは通年で 月 2回以

上開催 され 、 年聞開催回数も 40 回以上で ある（表一2 ）。

（li）繰返 し利用者 （リピータ
ー

） の 増加

　ア ン ケ
ー ト調査 の 結果よ り、 年間に何度 も参加す る繰

返 し利用者 （リピー
タ
ー）が経年的に増えて い るこ と、

及び平成 19年度には 10回以上参加 した経験の ある人の

割合が参加者全体の 42．4°

／。に達する こ とが分かっ てお

り、植物園ガイ ドツ ア
ー

の 特徴である （表一3 ）。

表一3　参加頻度の 推移（H16〜19年度）

H16 H1 ア H18H19 平均

人数 割合

％

人搬 割合

鴨

人数　 割合

　 　　 ％

人数 割 合

％

人敵

　 ）

割 舎

％

初め て 291 フ6．8鴨 50堪 70、1  270　 45．5暢 1034z 娼 3η、O6 τ．o鴨
z〜5回 5ア 15，0黠 141 穿6．4暢 115　 19．4監 229 ，櫑 83．316 ．1黔
6〜10回 】o2 ，邸 脇 3．巳鴨 δE　 11．4覧 156 ，2鴇 3肇．56 ．1馬
10回以上 215 ．5鳬 849 ．7雅 141　 23．潟 10342 ．4鴨 3ア．316 ．脇
合計 3ア9loo．硫 862100．o覧 5941 ぴ0．0汚 243190．0拓 519、5100．0％

（丗）ボラ ン テ ィ アの 参画

　武蔵植物園 で は、植物園内の 花壇、展示、イベ ン トな

どを共同で実施す る 「都市緑化植物園ボ ラ ン テ ィ ア 」（以

下 「植物園ボラン テ ィ ア」 とい う）を募集 しており、活

動 に 賛同 して 参加 したボラ ン テ ィ ア によ り、知的障害者

更正 施設 と協働で園芸作業を実施す る
6＞など、さま ざま

な活動が行われ てい る 俵 一4 ）。植物園ガイ ドツ ア ーに

お け る植物園ボラ ンテ ィ ア の 活動は、平成 16 年度か ら

19年度まで の 4年間で、全 219回開催 中の 158 回、延 べ

302 人 の 実績があるが、1回当 りの ボ ラ ン テ ィ ア の 活動人

数が 1，9 人 と少な く、また、現在は受付 ・誘導などの補

助活動が中心 とな っ て お り、内容 の 企爾 ・案内解説の 実

施等の プ ロ グラ ム 内容の 骨格へ の 関わ りはない 。こ れは、

植物園ガ イ ドツ アー
を実施する に あた っ て 、 案内す る植

物の 知識と園内 の 植物に関する情報が必要であ り、また、

案内する活動 を 目的 として募集したボラ ン テ ィ アで はな

い こ とが要因で あ る。

表一4　植 物園 ボラ ン テ ィ アの活 動実績 （H16−−19年度累計）

ボラン テ

人数 回数
卩

回当の人数
　 　 ／ 目

ガ イ ドツアー 302158 1，9
イベ ン ト活動 10028 3．6
展示装飾 52592 6．4
障害者施 股と の 協働 528288 ｝．8
花壇作業 43卓 148 2．9
ミーテ ィ ン グ 1，σ094821 ，0
その他 9415 6．3
合計 2，993 フ6フ 3．9

（iv）案内解説する植物や実施場所 の 多様性

植物園ガイ ドツ ア
ー

は、季節 ご とに開花や結実等 の 見

頃となる素材を即時的に取 り上げ、案内解説 してい る。

そ の た め、扱 う植物もそ れ らが植栽も し くは 自生 して い

る場所 を歩い て 巡 る の で、コ
ース も多様 とな る。平成 16
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年度か ら平成 19 年度まで に

案内解説した植物の 種数はカ

エ デ類等の 当初計画 に則 っ て

植栽 されて い る見本園植物

306 種類、ア マ ナ等の植物園

内に自生する植物 124種類、

企画展で展示 したム ラサキ ・

ア サガオ等 の 展示植物 6 種類、

修景 目的な どの 植栽植物 40

種類、その他 3種類の合計 479

種類である （表一5）。また、

実施箇所 にっ い て も、カ エ

デ ・公園庭園樹 ・花木等の各

見本園、ボーダー花壇、苗圃

など多様 で ある。

表一5　寨内解説 植物

　　　 （Hl6 〜19）
カテゴリ 租類数

見本圃 185見

本

園

植

物

’、一プガーデン
・

　
，＿，＿

　　 計

嘔21306

全くの 自生槌物 11当

保護 ・育成・植え
　　、　　　　　， 12

自

生

檀

鋤
キ ノコ

計

　 宦

亅24

　　展示一 ， 6

修景 要素　　　一 4σ

水生植物の池 1

そ

の

他

苗 圃
’丶

計

23

含計 479

4 ．博物館 との比較による植物園ガイ ドツア
ー

の考察

　博物館的機 能 の 面か ら植物園ガイ ドツ ア
ー

に おける

効果 と課題 に つ い て 分析 し考察す る ため、「博物館法」 を

もとに 博物館 の 基本的な機能を、（i）資料の 収集保 管、

（it）調査研究 、 （皿 ）展示 ・教育、 （iv） レ ク リエ ーシ

ョ ン に分類 した。全 て の博物館が これ らの 機能を十分に

果たしてい るわけではない と考えられ るが、こ こ では 「博

物館法」 による博物館の 定義と登録博物館として期待さ

れて い る基準に照らし合わせ て、武蔵植物園、及び植物

園ガイ ドツ アーに お け る現状 の 比較を試みた。

（1 ）博物館的機能 か ら見た植物園ガイ ドツ アー

　以下 に 、 博物館の 基本的な機能の項目ごとに植物園ガ

イ ドツ アーの糊敦を考察した。

（i）資料の 収集保管機能

　博物館における資料収集は、博物館の 根幹をなす基本

的な活動で ある。資料に対する扱い の点で、博物館はい

わ ば深 く ・広 く把握 す る こ と に努 め る た め、関連す る 情

報を質 ・量 と もに充実 させ る こ とが で きる。

　 こ れ に対して武蔵植物園の 資料は、園内に植栽 される

植物で あるため、収集 ・保管だけではなく、育成す るこ

とも求められ る。また、ガイ ドツア
ー

で資料を案内解説

するためには 、植物 に関する科学的・文化的情報に加 え、

開花時蝴等の 案内解説する対象物の 季節変化を把握する

必要が あるこ とも特徴で ある。

伍 ）調査研究機能

　博物館で は 、 資料に関する調査研究と して 、資料そ の

もの に関する学術的研究だけで は なく、 資料の 保存管理

に関する科学技術的研究、資料の教育的活用に関する教

育学的研究も行っ て い る
n。研究対象や内容が 広範囲で

あり、ア プ ロ
ー

チ の 手法 も多角的で ある。

　こ れに対して 武蔵植物園で は 、
ム ラサ キ等の 苗圃で栽

培する植物につ い て、常駐する職員が栽培法や活用法に

っ い て の 調査 研 究を行 い 、案内解説 に も活用 して お り、

また、開花情報を公園利用客へ の案内 に供する こ とを 主

ヱ58

たる目的と して、植物園内の植物の季節変化に つ い て 日

常的に調査 して い る。しか し、武蔵植物園にて調査 ・研

究 を博物館 レ ベ ル に ま で 充実 させ る こ とは、人員 の 数

的 ・能力的な面で困難だと思われる。

　（紛 展示
・教育機能

　 博物館で は、、資料 の 活用にっ い て教育普及 の 面を重視

し、具体的には生涯学習へσ）取 り組みや学校等の 教育機

関との 連携を行っ て い る
7）
。資料の 展示 に おい て も教育

的な活用とい う視点が重視され て い る。 この よ うに 、 利

用者 へ の教育的側面に重点が置か れて い る点が博物館の

特徴である。

　 こ れに対 して武蔵植物園では、おもに緑化に関する普

及啓発や植物知識につ い て の情報を発信するこ とにより、

都市緑化推進につ なげて い くとい う、教育普及 の 機能も

有して い るが
、 後述するように 、

レ クリエ
ー

シ ョ ン 面に

より重点が置かれて い る。

　（isr） レ クリエ
ー

シ ョ ン機能

　博物館は、祉会教育法 の 中 で記述 され て い る 「主 とし

て青少年及び成人 に 対 して 行われ る 組織的 な教育活動

（体育及び レ ク リエ ーシ ョ ン の 活動を含む。）」で ある 「社

会教育」 の ため の 機関で あ る
7）

。 博物館におけ る レ クリ

エ ーシ ョ ン は教育活動の
一環で あり、楽しみなが ら学習

す ることができる場を提供してい るとい える。従来は展

示等の
一

方的な情報発信が多か っ たが、近年 で は参耀 型

の 体験学習の メ ニ ュ
ーが充実し た博物館も現れ、特に、

「茨城県 自然博物館」 の よ うに 大芝生広場や遊具等の 公

園 に 匹敵す る屋 外施設 を有す る事例 も あ り
8）、博物館 に

お ける レ ク リエ ーシ ョ ン が多様化 しっ っ あるとい える 。

　一方、大規模都市公園で あ る国営公 園は、都市公 園法

施行令の 配置及び規模の 基準に 「多様なレクリエ ーシ ョ

ン の需要に応ずる」 と記載 され、レ クリエ
ー

シ ョ ン が主

目的の 場である。国営公園の 施設で ある武蔵植物園も、
レ ク リエ

ー
シ ョ ン を べ 一ス に した都 市 緑化の 普及 啓発が

求め られ、植物園 ガ イ ドツ アー
の 中で 実践され て い る。

プ ロ グラム 内容の 魅力度向上や案内解説方法の 工夫に よ

りレ ク リエ
ー

シ ョ ン に独 自性 を持たせ てお り、例 えば、

魅力度向上 の ためには 、 翳 距等の普段 目にする機 会の

少ない 植物の 紹介、展示植物 の 日常観察から得られた新

たな魅力の 発掘、葉の 香りや花の 手触 りとい っ た普段意

識 しない 感覚を用い る こ とで印象を強 める 工二夫 、
「紅葉ラ

イ トア ッ プ」等の 行催事との 連携、などに より植物を素

材と して、多様な楽しみ方を提供 して い る。また、案内

解説つ い て は 、職員が 環境学習の指導者の 資格を得る等、

イ ン タープ リテーシ ョ ン 手法導入の努力も して い る。

（2 ）施設運営面か ら見た植物園ガイ ドツ ア
ー

　次に、博物館の機能面だけで は な く、博物館が有す る

（i）専門職員の 配置、（丘）市民との連携、（血）評価

制度 とい っ た施設 の 運営面 に お ける糊 生の観 燕か ら、植

物園ガイ ドツ アーにつ い て 考察した 。

（1）専門1韻 の 配置
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　博物館にお ける収集保管、調査研究、展示 ・教育等の

業務は、法律によ り定め られた専門教育を受けた学芸員

によ り実施され て い る こ とが 大きな特徴で あ る 。

　 これに対して武蔵植物園に配置 される職員は、おもに

造園や値物を専門 としてお り、学芸員に担当する資格は

求められて い ない。平成 19 年度にガイ ドに携わ っ た職

員 7名は、教員免許 ・接遇検定 ・環境教育の 指導者等の

資格 を有して い る。 なか で も環境学習プ ロ グ ラ ム で ある

　「プ ロ ジ ェ ク トワ イル ドゴ の 指導員資格を6 名が取得 し

て い る。なお、プ ロ ジェ ク トワ イル ドは、公 園緑地 ・教

育関係者、自然学校、地域で の指導者が、よ り実践的、

効果的に環 竟教育に取 り組 めるよ う、平成 11年 に、米国

か ら導入 された環境教育プ ロ グラ ム で あ る
9）
。これ らの

資格 につ い て 取得等を推奨され て い るが 、 配置する際の

必要条件として職員に博物館の学芸員に相当する教育訓

練を義務づ けて い ない ため、業務内容につ い ては配置 さ

れた職員個人 の 能力や経歴に左右 され る等、組織体制 の

整備や職員 の 資質向上面に課題があ る。

　（ti）市民 との 連携

　博物館で は、学芸員が中心となり市民に対する 生涯学

習の 場 の 提供や地域との 連携を行っ て い る。なお、多く

の 博物館で は、博物館の 有す る資料は市民共有の 財産 で

あるとして市民の ボラ ン テ ィ ア を受け入れ、展示解説 の

ガイ ドを補助する活動の ほ か、資料整理、体験学習指導

等 の 活 動 の 実績が あ る
D
。そ の 場合、学芸員が専門的な

見地か らボ ラ ン テ ィ ア に 対す る 指導を行 うこ とがで き る。

　 これに対 して武蔵埴物園にお い て は、植物園ボ ラ ン テ

ィ ア活動の なか で植物園ガイ ドツ アーへ の 参画がなされ

てお り、ある程度は市民 との連携 が なされてい るとい え

るが、主体的な役割を担 うにはい た っ て い ない。また、

知識面や活動面で もボ ラ ン テ ィ ア の 指導体制が整 っ て い

ない た め、ボラン テ ィ ア に 十分な満足感 を与え られない

可 能 姓 が あ り、今後 の ボ ラ ン テ ィ ア 育成 が 諜 題 で あ る。

（皿 ）評価制度

　博物館で都市公 園分野 と比 べ て進ん で い る取 り組み

の ひ とっ に、事業評価がある。具体的な動きとしては、

博物館における事業の 水準 の 向上や設置目的を達成 させ

るた め、「公 立博物館の 設置及び 運営上望ま しい 基準亅が

平成 15 年 6 月 6 日に改正 され、「事業 の 自己評価等」の

項 目が 新規に追加 された。 また、個別 の 事業 で見て も、

調査 ・評価法 の確立 、 工程 ごとの評価の仕組み を持つ 、

展示業務に関す る評価手法がある
の

。

　これ に対して武蔵櫃物園で は、「ガイ ドツ アー実施記

録」 及 び 「ア ン ケ
ー

ト調査」 を記録と して蓄積 し、業務

の 改善等 に活用を可 能 に して い る。しか し、そ の 運用 に

おい て は シ ス テ ム 面
・手 法面とも博物館の 事業評価と同

水準 に は 達 し て い ない
。

（3）総括

　博物館的機能や施設運営面から見た植物園ガイ ドツ ア

ー
は、都市公園の本来的機能 で ある レ クリエ ーシ ョ ン面

で の 強みが あ る
一方で 、案内解説 の 対象となる資料 の 収

集 、 調査研究、対象の 拡張、ボラン テ ィ ア 育成を含めた

体制の 構築及 び群 価制度の 導入 に つ い て は、今後 の 拡充

が求められる。その方向性につ い て下記の通り総括した。

　（i）連携に よる収集 ・調査研究

　博物館で は資料の 収集や調査研究に力点を置き、その

実施を担保する人員も充実して い る。こ れに対 して 、都

市公園で ある武蔵植物園で は、予算や人材に制約 が あ り、

博物館 レベ ル の 事業を継続する こ とには困難がある。 そ

の た め、陣物館的機能を強化する方策として は 、 専門家

や博物館、そ の他研究 ・教育機関との連携に よる資料収

集や調査研 究体制 の 構築が考えられ る。

（ti）評価制度の導入

　博物館と同様、都市公園にも指定管理者制度が導入さ

れるなかで、管理運営上 も事業を評価する仕組みが求め

られて い る。評価制度 の 構築が急がれ るなか で、特に博

物館 と類似す る事業につ い ては、博物館の 先進事例を参

考に 検討 し、都市公園 として の 特性と役割を確認 しつ つ 、

評価結果を管理蓮営に反映 させ て い くこ とが求め られ る。

5 ．おわ りに

　本報告は、国営公園内の 植物園で 実施 され て い る案内

解説型プ ロ グラム の 事例を博物館的機能か ら見て考察し

たもの で あり、博物館との 比較によ り、国営公 園が有す

る資源 （資料）の魅力を伝 える案内解説を 目的 としたプ

ロ グラ ム で あ る植物園ガイ ドツ ア
ー

の 博物館的機能及び

施設運営か ら見た特徴につ い て 知見が得られた。

　今後 、 公 園利用サービ ス の 効果を よ り明確化す る ため

には、国営公園 の 都市緑化植物園以外 の 部分 との関係を

整理 しつ つ 、ガイ ドツ ア
ー

等に代表 される公園 の 利用プ

ロ グ ラ ム 等の 実施事例に お け る企画・開発、鞴 ・手配、

実施に 関する資料を収集蓄積す る と ともに、
一一
般の 植物

園 を は じ め、博物 館 ・自然 公 園 等の 類似施設 との 比 較 に

よ り、利用者ニ ーズ の 把握、プ ロ グラム 及び教材開発手

法、人材育成に関する研究を展開すべ きで あ る と考える 。

本研究 は、科学研 究費補助金 （基盤 研究 （C）課 贐番号 20605肌 7，「f博物館学」

の知 の導入 と連携によ る公 園の博物 館甦磯能 展開手 法の開 発に関す る研 究D の
一
部

として行われた。
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